
会 議 録 

会 議 の  
名 称   

上尾市立南中学校 第１回学校運営協議会  

 開 催 日 時   令和８年４月２８日（火）   午後２時００分 ～ 午後３時４０分  

 開 催 場 所   上尾市立南中学校 応接室  

議長(会長) 氏

名   会 長   加藤 義隆  

 出席者  
(委員) 氏 

名  
副会長  松本 武  委 員  若原 幸範 吉澤 章子 杉田 和博 安藤 由美  

酒井 剛志 島 雅美 須田 誠  永木 脩人  堀口 公子 校 長  加藤 俊一  

傍聴者   ０名  

議 題  

（１） 令和 8 年度当初人事異動・生徒数・教職員数・学校組織（主任等、学年担当、

教科別担当、校務分掌等）について（校長より）  
（２） 令和 8 年度教育課程について 

年間授業日数、教育課程、日課表、週例行事、年間行事予定  

（３） 令和 8 年度学校経営方針について 
（４） 小中一貫教育、上尾市教育委員会委嘱研究発表について 

（５） 令和 8 年度いじめ防止基本方針について 
（６） 部活動、上尾地域クラブについて  
（７） その他 

・チャレンジスクール（サマースクール）について  

・SSR（スペシャルサポートルーム）について 

・南中学校区学校運営協議会の開催について（７/３予定） 

・５０周年記念事業について  



協  議  

要  旨  
協議の結果   意見の概要  

（１）承認   
・共通理解が図れた。  

・承認する 

（２）承認   
 ・共通理解が図れた。  

・11 月の学校公開の日程について質問 

（３）承認   
 ・共通理解が図れた。  

・ 前任の計画を後任が実行することの難しさがあるので、変えて
いってもよいのではないか。学校のやっていくことに共感していきた

い。子どもたちのために、教員が幸福感や達成感を味わえるように

取り組んでいって欲しい。 

（４）承認   

   ・共通理解が図れた。 
・非認知能力の数値については、学力の向上に起因すると

いう認識でよいのか。２年間の研究期間で結果へ導くのは

難しいと思うが、しばらく継続していく予定なのか。 
・公立の小中一貫は現場でつくりあげるものではない。中

学校では３年後の子どもたちを見据え、9 年間で取り組んで

いって欲しい。 

（５）承認   

  ・共通理解が図れた。  
・いじめ認知の件数が多い少ないが問題ではない。 

・SNS のトラブルもあるが、スマートフォンを持たせるか否

かは、家庭の責任ではないか。 

・協議会の連名で通知文等を発信したらどうか。 

・子どもたちの認知件数が正確なのではないか。 

・「いじめ」という言葉が、ものすごく悪いということでは

なく、よくあることの延長線上にものすごく悪いことがあ

ると伝えていくことが、話しやすい雰囲気をつくっていく

のではないか。 

（６）承認   

・共通理解が図れた。 

・令和 11 年度以降、保護者の金額面の負担が大きくなって

いく印象を受ける。  

・現段階では詳細がわからない。 

・ 地域に移行した時に教員がかかわっていくのはおかしいのでは
ないか。 

・発表する機会がなくなっていくことが予想され、生徒のモ

チベーションが保てないのではないか。 

・生徒にアンケートを実施して欲しい。  

（７）承認   

 ・共通理解が図れた。  
・承認する 

  


